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◇ はじめに

今回は、新学習指導要領改訂のポイントを中心に説明をします。改訂の趣旨や具体的な内容を理解

することが、今後の適切な教育課程の編成・実施につながります。本号で新学習指導要領の枠組や概

要を理解し、各教科等の「学習指導要領解説」で詳細等を確認するなど、効果的に活用いただくよう

お願いします。

1 新学習指導要領改訂の趣旨 ～社会に開かれた教育課程の実現～

新学習指導要領では、教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これまでの我が国の学校教育の実践

や蓄積を生かし、子供たちが未来社会を切り拓くために必要な資質・能力を、一層確実に育成するこ

とが示されました。その際 「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという理念を学校と社会、

とが共有する 、また 「それぞれの学校において，必要な学習内容をどのように学び，どのような資」 、

質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確にしながら，社会との連携及び協

」 。 「 」働によりその実現を図っていく ことが必要であるとされました これが 社会に開かれた教育課程

の実現です。なお、中央教育審議会答申で示された「社会に開かれた教育課程」の重要なポイントは

次のとおりです。

① 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ，よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという

目標を持ち，教育課程を介してその目標を社会と共有していくこと。

② これからの社会を創り出していく子供たちが，社会や世界に向き合い関わり合い，自らの人生

を切り拓いていくために求められる資質・能力とは何かを，教育課程において明確化し育んでい

くこと。

③ 教育課程の実施に当たって，地域の人的・物的資源を活用したり，放課後や土曜日等を活用し

た社会教育との連携を図ったりし，学校教育を学校内に閉じずに，その目指すところを社会と共

有・連携しながら実現させること。

これらのことから、新学習指導要領は「社会に開かれた教育課程」を実現するためにという共通理

念のもと、各教科等の特質や実態を踏まえて、どのような考え方で、どのような内容を、どのような

指導で目指していくのかが示されています。その際、学習指導要領が、学校、家庭、地域の関係者が

幅広く共有し活用できる「学びの地図」としての役割を果たすことができるよう、学習指導要領の枠

組の改善のポイントが６点示されています（学習指導要領解説 第１章１(1) 。さらに、各学校にお）

いて教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出す「カリキュラム・マネジメント」の実

現を目指すことなどが求められています このように 新学習指導要領は各教科等の学びを通して 社。 、 「

会に開かれた教育課程」を実現することを目指して改訂されています。
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２ 育成を目指す資質・能力の明確化 ～何ができるようになるか～

(1) 資質・能力の三本柱

中央教育審議会答申において、これからの社会で必要とされる力を「全く新しい力ということでは

なく学校教育が長年その育成を目指してきた『生きる力』である」とし 「学校教育がしっかりとその、

強みを発揮できるようにしていくことが必要」であり 「汎用的な能力の育成を重視する世界的な潮流、

を踏まえつつ、知識及び技能と思考力、判断力、表現力等をバランスよく育成してきた我が国の学校

教育の蓄積を生かしていくことが重要」であると示されました。これらを踏まえ、新学習指導要領に

おいて 「生きる力」をより具体化し、教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を以下の三つの、

柱で整理しています。また、各教科等においても、知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育

むために「何のために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科

書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため、目標及び内容が同じく三つの柱で

再整理されています。表記についても改善が図られ 「特別の教科 道徳」を除く全ての教科等で全体、

。に関わる目標を、柱書として示すとともに、(1)～(3)として三つの資質・能力を整理して示しています

【育成を目指す三つの資質・能力】

ア 「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得 」）

イ 「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」の育成 」）

ウ 「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとす

る「学びに向かう力・人間性等」の涵養 」）

各教科等の目標については、５ページ以降の各教科等の説明で御確認ください。

(２) 各教科等における「見方・考え方」

新学習指導要領で示された目標の中では、「特別の教科 道徳」を除く全ての教科等において「 見方・『

』 」、 。 「 」 、考え方 を働かせ 目標達成を目指すことが示されています 各教科等における 見方・考え方 は

「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」という、その教科等ならで

はの物事を捉える視点や考え方です。各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすものであり、教科等

の学習と社会をつなぐものであることから、児童生徒が学習や人生において「見方・考え方」を自在

に働かせることができるようにするために、教師は専門性を発揮した指導をすることが求められてい

ます。

また、授業改善の視点の一つである「主体的・対話的で深い学び」の実現において「深い学び」の

鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要となります。各教科等における「見方・考え方」に

ついては、各教科等の解説編より該当部分を抜き出し にまとめましたので御確認ください。、【別表】
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【別表】中学校各教科等における「見方・考え方」

教科等 「見方・考え方」

「言葉による見方・考え方」【国語】

対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目

して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること。

「社会的事象の地理的な見方・考え方」【社会】

（地理的分野） 社会的事象を、位置や空間的な広がりに着目して捉え、地域の環境条件や

地域間の結び付きなどの地域という枠組みの中で、人間の営みと関連付ける

こと。

「社会的事象の歴史的な見方・考え方」（歴史的分野）

社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、類似や差違などを明確に

し、事象同士を因果関係などで関連付けること。

「現代社会の見方・考え方」（公民的分野）

、 、 、 （ ）社会的事象を 政治 法 経済などに関わる多様な視点 概念や理論など

に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判

断に資する概念や理論などと関連付けること。

「数学的な見方・考え方」【数学】

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発

展的に考えること。

「理科の見方・考え方」【理科】

自然の事物・現象を質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学

的な視点で捉え、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方

法を用いて考えること。

「音楽的な見方・考え方」【音楽】

音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素とそ

の働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生活や社会、伝統や文化など

と関連付けること。

「造形的な見方・考え方」【美術】

美術科の特質に応じた物事を捉える視点や考え方として、表現及び鑑賞の

活動を通して、よさや美しさなどの価値や心情などを感じ取る力である感性

や、想像力を働かせ、対象や事象を、造形的な視点で捉え、自分としての意

味や価値をつくりだすこと。
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教科等 「見方・考え方」

「体育の見方・考え方」【保健体育】

運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体

力の向上に果たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた「する・みる

・支える・知る」の多様な関わり方と関連付けること。

「保健の見方・考え方」

個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念

に着目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上、健康を支える環

境づくりと関連付けること。

「技術の見方・考え方」【技術・家庭】

（技術分野） 生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要

求、安全性、環境負荷や経済性等に着目して技術を最適化すること。

「生活の営みに係る見方・考え方」（家庭分野）

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健

康・快適・安全、生活文化の継承・創造、持続可能な社会の構築等の視点で

捉え、よりよい生活を営むために工夫すること。

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」【外国語】

外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世

、 、 、界 他者との関わりに着目して捉え コミュニケーションを行う目的や場面

状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築すること。

特別の教科 道徳 様々な事象を、道徳的諸価値の理解を基に自己との関わりで広い視野から【 】

多面的・多角的に捉え、人間としての生き方について考えること。

※道徳科においては 「見方・考え方」と示されていないが、このような学、

習活動を行うことが他教科等の「見方・考え方」と同意と考えられる。

「探究的な見方・考え方」【総合的な学習の時間】

各教科における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角

度から俯瞰して捉え、実社会・実生活の課題を探究し、自己の生き方を問い

続けるという総合的な学習の時間の特質に応じた見方・考え方のこと。

「集団や社会の形成者としての見方・考え方」【特別活動】

各教科等の見方・考え方を総合的に働かせながら、自己及び集団や社会の

問題を捉え、よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への

参画及び自己の実現に向けた実践に結び付けること。



- 5 -

３ 各教科等の改訂のポイント
中学校 国語科

１ 改訂の基本的な考え方

国語で正確に理解し適切に表現するために必要な知識及び技能として、語彙などの言葉の特徴や使い方、
論理的な思考力の育成につながる情報の扱い方、我が国の言語文化を位置付け、着実な定着が図れるよう内
容構造を見直した。また 「Ａ 話すこと・聞くこと 「Ｂ 書くこと 「Ｃ 読むこと」の各領域において、学、 」 」
習過程を一層明確化するとともに、各学習過程で育成を目指す資質・能力が明確になるよう改善を図った。

２ 目標の改善

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。
(2) 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。
(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし，我が国の言語文化に関わり，国語を
尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語科で育成を目指す資質・能力を、従前の目標から「正確に理解 「適切に表現」の順に改訂し、国語」
で正確に理解し適切に表現する言語能力については、言語活動を通して育成することを示すとともに、育成

、 「 」 。を目指す三つの柱で整理し 生徒が 言葉による見方・考え方 を働かせることが必要であることを示した
学年の目標についても、これまで各領域で示していた目標を、教科の目標と同様に三つの柱で整理した。

(1) 各学年の目標は全学年同じであり、社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう示している。Point
(2) 考える力 ･･････････････････ 筋道立てて考える力(1年) → 論理的に考える力(2･3年)

感じたり想像したりする力･･ 豊かに感じたり想像したりする力(1年) → 共感したり想像したりする力
(2年) → 深く共感したり豊かに想像したりする力(3年)

自分の思いや考え ･･････････ 確かなものにする(1年) → 広げたり深めたりする(2･3年)
(3) 言葉がもつ価値･････････････ 気付く(1年) → 認識する(2･3年)

読書･･･････････････････････ 進んで(1年) → 生活に役立てる(2年) → 自己を向上させる(3年)
我が国の言語文化･･･････････ 言語文化を大切に(1･2年) → 言語文化に関わり(3年)

、 。※生徒の発達の段階や小学校との接続に配慮しながら それぞれ系統的に育成を図るよう重点を置いている

３ 学習内容の改善・充実

・これまでの「話すこと・聞くこと 「書くこと 「読むこと」の３領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特」 」
質に関する事項〕の１事項で構成していた内容を 〔知識及び技能〕と〔思考力，判断力，表現力等〕に構、
成し直すとともに、各指導事項で育成を目指す資質・能力が明確になるよう内容を改善した。
・従前の内容のうち、国語で正確に整理し適切に表現するために必要な「知識及び技能」を 〔知識及び技、
能〕と明示し、内容を「言葉の特徴や使い方・情報の扱い方・我が国の言語文化」の３事項とした。

中教審答申で指摘された課題を踏まえ 「語彙 「情報の扱い方(新設) 「我が国の言語文化 「漢字 「読書」Point 、 」 」 」 」
に重点を置き、螺旋的・反復的に繰り返しながら確実に習得させる。
漢字については、学年別漢字配当表に都道府県名に用いる漢字が20字追加され、32字の配当学年が移行され

たので注意して指導する。
言葉の由来や変化に関する指導事項における「共通語と方言の果たす役割について理解すること」が、小学

校高学年との接続を意図して、第２学年から第１学年に移行されているので注意する。
〔思考力，判断力，表現力等〕の各領域で、学習過程のより一層の明確化を図るとともに、全ての領域で「考Point

」 、 。えの形成 に関する指導事項を位置付け 自分の考えを形成する学習過程を重視した指導を図るよう留意する

４ 学習指導の改善・充実

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるに当たり、国語科では、生徒が言語活動の中
で「言葉による見方・考え方」を働かせ、言葉の特徴や使い方などの「知識及び技能」や、自分の思いや考
えを深めるための「思考力，判断力，表現力等」を身に付けていくことができるよう、学習指導の創意工夫
を図ることが求められる。

国語科においては、生徒が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等にPoint
着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めることができるよう配慮することが必要である。

、 、 、言語能力の向上を図るためには 国語科が中心となり 教科等横断的な視点で教育課程を編成するとともに
外国語科など他教科等との関連を積極的に図り、指導の効果を高めるようにすることが重要である。
指導計画の作成に当たっては、生徒の言語能力が螺旋的に高まるよう、発達の段階を見通して目標の系統性

を保ちながら、柔軟かつ弾力的な運用を図り、系統化した効果的な指導計画になるよう配慮する。
語彙を豊かにするためには、各学年で指導すべき語句のまとまりを中心に、学習の中で必要となる多様な語句Point
を取り上げるとともに、社会生活で使いこなせる語句を増やし、確実に習得させることが重要である。
「Ａ 話すこと・聞くこと」については、他教科等の学習や学校の教育活動全体の中で、学習したことを使う機Point
会がもてるよう、年間指導計画に意図的、計画的に位置付けることが重要である。また、指導の際は、ＩＣＴ
機器を活用するなど音声言語のための教材を活用し、指導の効果を高めるよう工夫することが大切である。
読書の指導については 知識及び技能 の 読書 に関する指導事項と 思考力 判断力 表現力等 の ＣPoint 、〔 〕 「 」 、〔 ， ， 〕 「
読むこと」の指導を通して、生徒の読書意欲を高め、生徒が様々な文章を読んで自分の表現に役立てられるよ
うになるよう配慮することが重要である。学校図書館の利用など 〔知識及び技能〕に示された言語活動例を参、
考に指導するとともに、学校の教育活動全体における読書指導との密接な連携を図っていく必要がある。
国語科の学習では、情報収集や情報発信の手段として、生徒がコンピュータや情報通信ネットワークを積極的Point
に活用する機会を設定し、指導の効果を高めるよう工夫することが重要である。
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中学校 社会科

１ 改訂の基本的な考え方

（１）基礎的・基本的な「知識及び技能」の確実な習得
、 、 、 、単に理解しているか できるかだけでなく それらをどう使うか さらにどのように社会・世界と関わり

よりよい人生を送るかといった、他の資質・能力の育成を見据えた、その確実な習得が求められる。
（２ 「社会的な見方・考え方」を働かせた「思考力，判断力，表現力等」の育成）

単元など内容や時間のまとまりを見通した問いを設定し 「社会的な見方・考え方」を働かせて考察、構、
想する学習を一層充実させることが求められる。

中学校社会科において 「社会的な見方・考え方」は、各分野の特質を踏まえて 「社会的事象の地理的な見方・考Point 、 、

（ ）」、「 （ ）」、「 （ ）」え方 地理的分野 社会的事象の歴史的な見方・考え方 歴史的分野 現代社会の見方・考え方 公民的分野

の三つに整理されている。

（３）主権者として、持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識の涵養やよりよい社会の実現を視野に課題を
主体的に解決しようとする態度の育成
持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）や主権者教育などについては、引き続き社会科学習において重要

な位置を占めており、子供たちに平和で民主的な国家及び社会の形成者としての自覚を涵養することが求め
られる。

２ 目標の改善

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グロ
ーバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・
能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。
(1) 我が国の国土と歴史，現代の政治，経済，国際関係等に関して理解するとともに，調査や諸資料から
様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の
解決に向けて選択・判断したりする力，思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりす
る力を養う。

(3) 社会的事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の国土や歴史に対する愛情，国民主
権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，他国や他国の文化を尊重することの
大切さについての自覚などを深める。
社会の変化に伴い、中学校社会科の学習に求められる状況などを踏まえ、改善を図っている。柱書部分にある社会Point

科が目指す究極のねらいに当たる文言については、小学校、中学校とも共通の文言にしている。

３ 学習内容の改善・充実

社会における今日的な要請から、小学校との接続を図って、中学校においても「伝統・文化等に関する学習」
を引き続き深めつつ 「主権者の育成 「防災・安全への対応 「海洋や国土の理解 「グローバル化 「産業、 」、 」、 」、 」、
構造の変化 「持続可能な社会の形成」等に対応した内容について、改善・充実を図っている。」、
【各分野で特筆される改善事項】
（１）地理的分野では 「世界の諸地域の学習」において地球規模の課題等を主題として取り上げた学習を充実、

させるとともに、防災・安全教育に関して空間情報に基づく危険の予測に関する指導を充実させる。
（２）歴史的分野では、我が国の歴史的事象に間接的な影響を与えた世界の歴史の学習についても充実させると

ともに、民主政治の来歴や人権思想の広がりなどの動きを取り上げる。
（３）公民的分野では、防災情報の発信・活用に関する指導、情報化など知識基盤社会化による産業や社会の構

造的な変化やその中での起業に関する扱い、選挙権年齢引き下げに伴う政治参加等に関する指導を充実させ
る。

４ 学習指導の改善・充実

（１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指すこと）
これらの学びは、社会科ならではの「問い」を基に 「社会的な見方・考え方」を働かせる中で、社会的事、

象に関わる課題を追究したり解決したりする活動等によって実現できるものである。
資料等を有効に活用して論理的に説明したり、立場や根拠を明確にして議論したりするなど、社会科ならではの言Point

語活動に関わる学習を一層重視することが大切である。

（２）主体的に調べ分かろうとして学習に取り組めるようにすること
主たる教材である教科書とともに 「新聞や公的機関が発行する資料等」や「博物館や資料館，図書館など、

の公共施設 「コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段」の活用の推進を図り、そこから現実」、
の社会的事象に関わる教材を見いだすことが重要である。

各学校においてカリキュラム・マネジメントに努める観点から、社会科の教育内容と生徒の生活舞台にある人的・Point

物的資源等を適切に、効果的に組み合わせることが大切である。
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中学校 数学科

１ 改訂の基本的な考え方

数学的に考える資質・能力を育成する観点から、現実の世界と数学の世界における問題発見・解決の過程
を学習過程に反映させることを意図して数学的活動の一層の充実を図った。また、社会生活などの様々な場
面において、必要なデータを収集して分析し、その傾向を踏まえて課題を解決したり意思決定をしたりする
ことが求められており、そのような能力を育成するため、統計的な内容等の改善・充実を図った。

２ 目標の改善

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。
(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化し
たり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に
考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする
態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、これらを活用して問題を解決
するために必要な数学的な思考力、判断力、表現力等を育むとともに、数学のよさを知り、数学と実社会と
の関連についての理解を深め、数学を主体的に生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程を評価・改
善しようとしたりするなど、数学的に考える資質・能力を育成することを目指すこととした。

数学的な見方・考え方は、数学的に考える資質・能力を支え、方向付けるものであり、数学の学習が創造的にPoint

行われるために欠かせないものである。また、生徒一人一人が、目的意識をもって問題を発見したり解決した

りする際に積極的に働かせるものであるために、今回の改訂では、統合的・発展的に考えることを重視してい

る。

数学的活動とは、事象を数理的に捉えて、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決する過程を遂

行することである。今回の改訂では、主として日常生活や社会の事象に関わる過程と、数学の事象に関わる過

程の二つの問題発見・解決過程を重視するとともに、これらの各場面において、言語活動を充実し、それぞれ

の過程を振り返り、評価・改善することとした。

３ 学習内容の改善・充実

・統計的な内容を充実させるとともに、言葉や数、式、図、表、グラフなどの数学的な表現を用いて、論理
的に考察し表現したり、その過程を振り返って考えを深めたりする学習活動を充実させた。
・中学校数学科で扱う内容を構成する際、小学校算数科で学習した内容を基に、それらとの関連に配慮し、
質的に深め広げること、及び高等学校数学科における学習への準備段階としての位置付けに配慮した。

小・中・高等学校を通じて資質・能力を育成する観点から、従前の「資料の活用」領域の名称を「データの活Point

用」に改め、領域の構成は「数と式 「図形 「関数」及び「データの活用」の四つの領域とした。」、 」、

統計的な内容について、第１学年で、ヒストグラムや相対度数を扱うとともに、第２学年で、四分位範囲や箱

ひげ図を新たに扱うこととし、収集したデータから次第に情報を縮約することによって、大量のデータや複数

の集団の比較が可能となるように構成した。

４ 学習指導の改善・充実

・数学科の授業改善に当たっては、次のような「主体的な学び 「対話的な学び 「深い学び」を実現する」、 」、
ことが求められる。
「主体的な学び ・・・生徒自らが、問題の解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の」

過程を振り返り、よりよく解決したり、新たな問いを見いだしたりするなどの学び。
「対話的な学び ・・・事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、よりよい考えや事柄の本質に」

ついて話し合い、よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたりするなど
の学び。

「深い学び」 ・・・数学に関わる事象や日常生活や社会に関わる事象について、数学的な見方・考え
方を働かせ、数学的活動を通して、新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合
し、思考、態度が変容する学び。

数学的な見方・考え方を働かせながら、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的Point

に解決し学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学習を充実させることが大切である。

・コンピュータ、情報通信ネットワークなどの情報手段を適切に活用し、学習の効果を高める。
コンピュータや情報通信ネットワークなどの使用方法についての指導ではなく、生徒が数学をよりよく学ぶたPoint

めの道具として活用する。

・各領域の指導に当たっては、具体物を操作して考えたり、データを収集して整理したりするなどの具体的
な体験を伴う学習を充実する。

観察や操作、実験などの活動を通して事象に深く関わる体験を経ることが大切である。Point
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中学校 理科
１ 改訂の基本的な考え方

中学校理科で育成を目指す資質・能力を育む観点から、自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもって
観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈するなどの科学的に探究する学習を充実した。また、理科を
学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から、日常生活や社会との関連を重視した。

２ 目標の改善

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。
(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

教科の目標に加え、第１分野、第２分野の目標それぞれについても、育成を目指す三つの資質・能力に分けて具Point

体的に記述している。

自然の事物・現象に進んで関わり、問題を見いだし見通しをもって観察、実験を行うことは、生徒が主体であるPoint

ことに留意する。

高等学校理科との円滑な接続を意識して、科学的に探究する活動をより一層重視している。Point

３ 学習内容の改善・充実

自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の理解、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関す
る技能などを無理なく身に付けていくため、学習内容を見直し、一部を他学年へ移行したり、整理統合したり
して学習内容の改善を図っている。

「エネルギー 「粒子 「生命 「地球」などの科学の基本的な概念等を柱として構成し、科学に関する基本的Point 」、 」、 」、

な概念等の一層の定着を図ることができるようにしている。

各内容においても、育成を目指す「知識及び技能 「思考力，判断力，表現力等」を併せて示した。Point 」、

小・中・高の一貫性、育成を目指す資質・能力、内容の系統性、国際的な教育の流れ等も配慮されている。Point

４ 学習指導の改善・充実

（１）指導の重点等の提示
中学校の３年間を通じて理科で育成を目指す資質・能力の育成を図るため、各内容に、どのように知識

及び技能を身に付けるか、また、重視する学習の過程についても示した。
科学的に探究するために必要な資質・能力を、３年間を通じて計画的に育成するために、各学年で主に重視するPoint

探究の学習過程が示されている。

第１学年：自然の事物・現象に進んで関わり、その中から問題を見いだす。

第２学年：解決する方法を立案し、その結果を分析して解釈する。

第３学年：探究の過程を振り返る。

（２）授業時間数について
第１学年は１０５時間、第２学年、第３学年は１４０時間である。
従前同様の授業時間数を実施することによって、科学に関する基本概念の一層の定着を図るとともに、観察、実Point

験の結果を分析して解釈するなどの科学的に探究する学習活動を重視することによって、思考力、判断力、表現力

等の育成を図るようにした。

授業時間数の維持により、科学に関する基本的概念の一層の定着、思考力、判断力、表現力等の育成を図るととPoint

もに、日常生活や社会との関連を重視し、科学的な体験、自然体験の充実を図るようにした。

（３）指導計画の作成と内容の取扱い
従前のものを維持するとともに、科学的に探究する学習活動を重視し、その方向性を強化した。
単元など内容や時間のまとまりを見通し、その中で育む資質・能力の育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深Point

い学びの実現を図るようにすることが重要である。

理科で学習する規則性や原理などが日常生活や社会で活用されている点に触れ、私たちの生活において極めて重Point

要な役割を果たしていることに気付かせるようにすることが大切である。

体験的な学習の有効性を踏まえ、安全への配慮を十分行うとともに、教材、指導形態、１単位時間や授業時間のPoint

、 、 、 、 。運用等 創意工夫を加え 観察 実験 野外観察などの学習を指導計画に適切に位置付けていくことが重要である

併せて、理科室や教材、教具等の環境整備を計画的に実施していくことが大切である。
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中学校 音楽科
１ 改訂の基本的な考え方

・感性を働かせ、他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさや美しさなどを見い
だしたりすることができるよう、内容の改善を図る。
・音や音楽と自分との関わりを築いていけるよう、生活や社会の中の音や音楽の働き、音楽文化についての
理解を深める学習の充実を図る。

２ 目標の改善

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，
音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。

(2) 音楽表現を創意工夫することや，音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。
(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情を育むとともに，音楽に対する
感性を豊かにし，音楽に親しんでいく態度を養い，豊かな情操を培う。

３ 内容構成の改善

従前 「Ａ表現 「Ｂ鑑賞」において一体的に示していた各事項を 「Ａ表現」では「知識 「技能 「思、 」、 、 」、 」、
考力，判断力，表現力等」に 「Ｂ鑑賞」では「知識 「思考力，判断力，表現力等」に分けて示した。、 」、

音楽活動を通して 「知識及び技能」及び「思考力，判断力，表現力等」を一体的に身に付けられるようにしPoint 、
ていくことが大切であり 必ずしも 知識及び技能 思考力 判断力 表現力等 を別々に育成したり 知、 、「 」、「 ， ， 」 、「
識及び技能」を習得させてから「思考力，判断力，表現力等」を育成するといった一定の順序性をもって指導
したりするものではないことに留意する必要がある。
〔共通事項〕に示す資質・能力と併せて、アに示す「思考力，判断力，表現力等」に関する資質・能力、イにPoint
示す「知識」に関する資質・能力、ウに示す「技能」に関する資質・能力を育てていくことが指導のねらいと
なる。
歌唱のイとウ、器楽のイとウ、創作のイ、鑑賞のアとイでは、それぞれの育成を目指す資質・能力に対して複Point

(ｱ)(ｲ)(ｳ) 歌唱の学習では、ア、イの(ｱ)(ｲ)のいずれか又は両方、ウの(ｱ)(ｲ)数の事項 を示している。例えば、
のいずれか又は両方の各事項を組み合わせた題材を設定して行うこととなる。器楽、創作、鑑賞の学習におい
ても同様に、各事項を組み合わせた題材を設定して行うこととなる。
指導計画の作成に当たっては、歌唱、器楽、創作、鑑賞について、それぞれ特定の活動に偏ることのないようPoint
に配慮すること、また、必要に応じて 〔共通事項〕を要として、歌唱、器楽、創作、鑑賞の各学習の関連を図、
るよう配慮すること。

４ 学習内容の改善・充実

（１ 「知識」及び「技能」に関する指導内容の明確化）
・ 知識」に関する指導内容について 「曲想と音楽の構造との関わり」を理解することなどの具体的な「 、
内容を、歌唱、器楽、創作、鑑賞の領域や分野ごとに事項として示した。
・ Ａ表現」の「技能」に関する指導内容について、例えば、歌唱分野における「創意工夫を生かした表「
現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能」を身に付けることなどの具体的な

、 、 、 。 、 、内容を 歌唱 器楽 創作の分野ごとに事項として示した そのことによって 音楽科における技能は
「思考力，判断力，表現力等」の育成と関わらせて習得できるようにすべき内容であることを明確にし
た。

音楽科における「知識」の習得に関する指導に当たっては、音楽を形づくっている要素などの働きについて実Point
感を伴いながら理解し、表現や鑑賞などに生かすことができるようにすることと、音楽に関する歴史や文化的
意義を 表現や鑑賞の活動を通して 自己との関わりの中で理解できるようにすることが重要である また 知、 、 。 「
識」は、学習の過程において生徒個々の感じ方や考え方等に応じ、既習の知識と新たに習得した知識等とが結
び付くことによって再構築されていくものであり 「知識」の習得は、単に新たな事柄を知ることのみに留まる、
ものではない。

（２）鑑賞の指導内容の充実
「Ｂ鑑賞」に 「生活や社会における音楽の意味や役割 「音楽表現の共通性や固有性」について考え、 」、
ることを事項として示した。

（３ 〔共通事項〕の指導内容の改善）
従前の〔共通事項〕の趣旨を踏まえつつ、事項アを「思考力，判断力，表現力等」に関する資質・能
力、事項イを「知識」に関する資質・能力として示した。
〔共通事項〕の学習では、音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚すること、それらの働きが生みPoint
出す特質や雰囲気を感受すること、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること、音楽を形づ
くっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解すること、
これらが相互に関連し合うことが大切である。なお 〔共通事項〕は、歌唱、器楽、創作、鑑賞の学習を支える、
ものとして位置付けられる。

（４）言語活動の充実
他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさや価値等を考えたりしていく学

習の充実を図る観点から 「音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを図り，音楽科の特質に応じた、
言語活動を適切に位置付けられるよう指導を工夫すること」を 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当た、
っての配慮事項として示した。

（５）歌唱教材及び器楽教材の選択の観点の改善
歌唱及び器楽の教材を選択する際の配慮事項として「生活や社会において音楽が果たしている役割が

感じ取れるもの」を新たに示した。
（６）我が国や郷土の伝統音楽に関わる指導の充実

歌唱や器楽の指導において、我が国の伝統的な歌唱や和楽器を扱う際の配慮事項として 「生徒が我が、
国や郷土の伝統音楽のよさを味わい，愛着をもつことができるよう工夫すること」を新たに示した。
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中学校 美術科

１ 改訂の基本的な考え方

中央教育審議会答申における成果と課題を踏まえ、次のような改訂の基本的な考え方が示された。
・感性や想像力等を働かせて、表現したり鑑賞したりする資質・能力を相互に関連させながら育成できる
よう、内容の改善を図る。
・生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化についての理解を深める学習の充実を図る。

２ 目標の改善

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の美術や美術
文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫し，創造的に
表すことができるようにする。

(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊か
に発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるよう
にする。

(3) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊かにし，心豊かな生活を
創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

・美術は何を学ぶ教科なのかということを明示し、感性や想像力を働かせ、造形的な視点を豊かにもち、生
活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを一層重視した。

(1)、(2)、(3)が相互に関連し合い、一体となって働くことが重要である。必ずしも、別々に分けて育成したPoint
り 「知識及び技能」を習得してから「思考力，判断力，表現力等」を身に付けるといった順序性をもって育成、
したりするものではないことに留意する必要がある。

３ 学習内容の改善・充実

表現領域の改善
・ Ａ表現」は、(1)を「発想や構想」に関する指導事項、(2)を「技能」に関する指導事項として整理し「
た。
・主体的で創造的な表現の学習を重視し 「Ａ表現」(1)において 「ア 感じ取ったことや考えたことなど、 、
を基にした発想や構想」及び「イ 目的や機能などを考えた発想や構想」の全ての事項に「主題を生み出
すこと」を位置付け、表現の学習において、生徒自らが強く表したいことを心の中に思い描き、豊かに発
想や構想をすることを重視して改善を図った。
鑑賞領域の改善
アの「美術作品など」に関する事項と、イの「美術の働きや美術文化」に関する事項に分けて示した。・

・アでは 「Ａ表現」の絵や彫刻などの感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現と、デザインや、
工芸などの目的や条件などを考えた表現との関連を図ること。
・イでは、生活や社会と文化は密接に関わっていることや、社会に開かれた教育課程を推進する観点など
から、従前の生活を美しく豊かにする美術の働きに関する鑑賞と、美術文化に関する鑑賞を大きく一つに
まとめた。

生徒の思いを大切にし、表現と鑑賞を関連付けた題材の工夫をすること。Point

〔共通事項〕の改善
感性や造形感覚などを高めていくことを一層重視し 〔共通事項〕を造形的な視点を豊かにするために・ 、

必要な知識として整理し、表現や鑑賞の学習に必要となる資質・能力を育成する観点から改善を行った。
「 」 、〔 〕 、 、・ 内容の取扱い においては 共通事項 の指導に当たって 生徒が多様な視点から造形を豊かに捉え
実感を伴いながら理解することができるように配慮事項を示した。

単に新たな事柄を知ることや言葉を暗記することに終始するのではなく、表現及び鑑賞の活動を通して一人一Point
人が感性や想像力などを働かせて様々なことを感じ取りながら、造形的な視点について理解し、表現したり鑑
賞したりする喜びにつながっていくことが重要である。

４ 学習指導の改善・充実

・第１学年、第２学年及び第３学年のそれぞれに、各学年の内容の取扱いを新たに示した。
発達の段階を考慮し、各学年においての学習内容や題材に配する時間数を十分検討すること。また、言語活動Point
は「思考力，判断力，表現力等」を高めるために充実を図るようにすること。

・Ａ表現については、(1)のア及びイと、(2)は原則として関連付けて行い、(1)のア及びイそれぞれにおい
て描く活動とつくる活動のいずれも経験させるようにすること。その際、第２学年及び第３学年の各学年に
おいては、(1)のア及びイそれぞれにおいて、描く活動とつくる活動のいずれかを選択して扱うことができ
ることとし、２学年間を通して描く活動とつくる活動が調和的に行えるようにすること。

第１学年では、１年間のうちに全てを取り扱わなければならない。そのため、例えば、画面の大きさや、時間Point
数などを十分に考えて題材を検討する必要がある。

・ Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については相互に関連を図り、特に発想や構想に関する資質・能力と鑑「
賞に関する資質・能力とを総合的に働かせて学習が深められるようにすること。
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中学校 保健体育科
１ 改訂の基本的な考え方

・体育については、児童生徒の発達の段階を踏まえて、学習したことを実生活や実社会に生かし、豊かなス
ポーツライフを継続することができるよう、小学校、中学校、高等学校を通じて系統性のある指導ができる
ように示す。
・保健については、健康な生活と疾病の予防、心身の発育・発達と心の健康、健康と環境、傷害の防止、社
会生活と健康等の保健の基礎的な内容について、小学校、中学校、高等学校を通じて系統性のある指導がで
きるように示す。

２ 目標の改善

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と
体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 各種の運動の特性に応じた技能及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基
本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他
者に伝える力を養う。

(3) 生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活
を営む態度を養う。

３ 内容及び内容の取扱いの改善

〔体育分野〕
(ｱ) 資質・能力の三つの柱を踏まえた内容構造の見直し

体育分野においては 「学びに向かう力，人間性等」に対応した、公正、協力、責任、参画、共生及び健康・Point 、
安全の具体的な指導内容が示された。

(ｲ) 12年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し
(ｳ) 運動やスポーツとの多様な関わり方を重視した内容及び内容の取扱いの充実

生徒が選択して履修できるようにすることや、体力や技能の程度、性別や障害の有無等にかかわらず、運動やPoint
スポーツを楽しむことができるようにすることが示された。

(ｴ) 指導内容の一層の明確化
(ｵ) 体つくり運動
(ｶ) 器械運動
(ｷ) 陸上競技

バトンの受渡しの指導内容が新たに示された。Point
(ｸ) 水泳

学校や地域の実情に応じて、安全を確保するための泳ぎを加えて履修させることができることが、新たに「内Point
容の取扱い」に示された。

(ｹ) 球技
(ｺ) 武道

柔道、剣道、相撲、空手道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳法、銃剣道などを通して、我が国固有の伝統Point
、 、と文化により一層触れることができるようにすることが新たに示されたとともに 学校や地域の実態に応じて

従前から示されているなぎなたに加えて、空手道、弓道、合気道、少林寺拳法、銃剣道などについても履修さ
せることができることが新たに示された。

(ｻ) ダンス
(ｼ) 体育理論

従前、第１学年で指導していた「(1)ウ 運動やスポーツの学び方」の内容を第２学年で指導することとなっPoint
たほか、第１学年において「ア(ｳ) 運動やスポーツの多様な楽しみ方」が新たに示された。

(ｽ) 体力の向上との関連
(ｾ) スキー、スケートや水辺活動など（野外活動）
(ｿ) 能率的で安全な集団としての行動の仕方（集団行動）
(ﾀ) 運動やスポーツの多様な楽しみ方の学習の充実
〔保健分野〕
(ｱ) 健康な生活と疾病の予防

生活習慣病などの予防で「がん」を取り扱うことが示された。Point
(ｲ) 心身の機能の発達と心の健康

従前の知識の内容に加えて、新たにストレスへの対処についての技能の内容が示された。Point
(ｳ) 傷害の防止

従前の知識の内容に加えて、心肺蘇生法などの応急手当の技能の内容が明確に示された。Point
(ｴ) 健康と環境

４ 指導計画の作成と内容の取扱いの改善

(ｱ)指導計画の作成における配慮事項
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
・年間授業時数
・障害のある生徒への指導
・道徳科などとの関連

(ｲ) 内容の取扱いにおける配慮事項
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中学校 技術・家庭科 技術分野
１ 改訂の基本的な考え方

実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用されている技術についての基礎的な理解を図り、それらに
係る技能を身に付けるとともに、生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定しそれを解決す
る力や、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする態度等
を育成することを基本的な考え方とし、改善を図った。

２ 目標の改善

技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技術によ
ってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 生活や社会で利用されている材料，加工，生物育成，エネルギー変換及び情報の技術についての基礎
的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付け，技術と生活や社会，環境との関わりについて
理解を深める。

(2) 生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表現
し、試作等を通じて具体化し，実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を養う。

(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとす
る実践的な態度を養う。

・ 基礎的な理解」とは、個別の事実的な知識の習得だけではなく、社会における様々な場面で活用できる概念「
の理解を目指していることを示している。従前の教科目標に示されていた「基礎的・基本的な知識及び技術」の
「技術」については 「技能」とした。、

従前は、習得する知識と社会や環境との関わりについての理解と「知識」と「理解」を分けていたが、各教科等にPoint
合わせて「知識」としている。

、 、 、 、 、・技術の発達を主体的に支える力や技術革新を牽引する力の素地となる 技術を評価 選択 管理・運用 改良
応用することによって、よりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を育成することをねらいとしてい
る。

「選択」･･･ 既存の技術を選ぶこと 「管理」･･･ 選ぶだけでなく機能を生かして利用することPoint
「運用」･･･ 一部使い方を変えて利用すること 「改良」･･･ 技術の仕組みの既存の一部を変更すること
「応用」･･･ 異なる目的のために改良すること

３ 学習内容の改善・充実

現代社会で活用されている多様な技術を「Ａ材料と加工の技術 「Ｂ生物育成の技術 「Ｃエネルギー変換の・ 」、 」、
技術 「Ｄ情報の技術」の四つに整理し、全ての生徒に履修させる。」、

小学校における学習との接続を重視する視点から、生物育成の技術に関する内容とエネルギー変換の技術に関するPoint
内容の順序を入れ替えた。

・急速な発達を遂げている情報に関しては、小学校におけるプログラミング教育の成果を生かし発展させるとい
う視点から、従前からの計測・制御に加えて、ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミ
ングについても取り上げる。加えて、情報セキュリティ等についても充実すること。
・技術の発達を支え、技術革新を牽引するために必要な資質・能力を育成する視点から、知的財産を創造、保護
及び活用していこうとする態度や使用者・生産者の安全に配慮して設計・製作するなどの倫理観の育成を重視す
る。
・技術の高度化や産業構造の変化等の社会の変化を踏まえ、我が国に根付いているものづくりの文化や伝統的な
技術の継承、技術革新及びそれを担う職業・産業への関心、経済的主体等として求められる働くことの意義の理
解、他者と協働して粘り強く物事を前に進めようとすること、安全な生活や社会づくりに貢献しようとすること
などを重視する。

生活や社会において様々な技術が複合している現状を踏まえ、各技術に関連した専門分野における重要な概念等をPoint
基にした指導内容とすること。

・各内容を「生活や社会を支える技術 「技術による問題の解決 「社会の発展と技術｣の三つの要素で構成し」、 」、
た。

「生活や社会を支える技術」･･･ 技術の見方・考え方に気付かせる要素（各内容の(1)の項目）Point
「技術による問題の解決」 ･･･ 技術の見方・考え方を働かせ、技術によって課題を解決できる力や解決策を構想

（ ）しようとする態度などを育成する要素 各内容における(2)及び内容Ｄの(3)の項目
「社会の発展と技術」 ･･･ 技術を評価、選択、管理・運用、改良、応用する力と技術を工夫し創造しようと

する態度を育成する要素（内容Ａ，Ｂ，Ｃの(3)及びＤの(4)の項目）

４ 学習指導の改善・充実

・技術分野、家庭分野それぞれの学習の連続性を考慮し、各学年において、技術分野及び家庭分野のいずれも履
修させることとする。

３学年間を通して、いずれかの分野に偏ることなく授業時数を配当すること。Point
・ガイダンスについては、従前の「技術が生活の向上や産業の継承と発展に果たしている役割と技術の進展と環
境との関係について関心をもたせることをねらいにする 」ことから「生活や社会を支えている様々な技術につ。
いて関心をもたせる」に改められた。

小学校での学習を踏まえた中学校での学習のガイダンス的な内容として、生活や社会を支えている様々な技術につPoint
いて関心をもたせるために、全ての技術の内容について触れるようにすることなった。

・分野目標の実現に向け、高等学校との関連を踏まえるとともに、現代社会で活用されている多くの技術がシス
テム化されている実態に対応するために、第３学年で扱う「技術による問題の解決」の項目では、他の内容の技
術も含めた統合的な問題について取り扱うようにする。

既存の技術を評価、選択、管理・運用することで解決できる問題から、改良、応用しなければ解決できない問題へPoint
と、解決に必要となる資質・能力の発達の視点から３年間を見通して計画的に設定すること。
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中学校 技術・家庭科 家庭分野
１ 改訂の基本的な考え方

家族・家庭生活の多様化や消費生活の変化等に加えて、グローバル化や少子高齢社会の進展、持続可能な
社会の構築等、今後の社会の急激な変化に主体的に対応することが求められている。実践的・体験的な活動
を通して、家族・家庭、衣食住、消費や環境等についての科学的な理解を図り、それらに係る技能を身に付
けるとともに、生活の中から問題を見いだして課題を設定しそれを解決する力や、よりよい生活の実現に向
けて、生活を工夫し創造しようとする態度等を育成することを基本的な考え方とし、改善を図った。

２ 目標の改善

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，より
よい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活の自
立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

(2) 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を
評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなど，これからの生活を展望して課題を解決する力
を養う。

(3) 自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現
に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

・目標の(1)･･･学習内容として主に家庭生活に焦点を当て、家族・家庭、衣食住、消費や環境などに関する
内容を取り上げ、生活の自立に必要な基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付ける
ことを示した。

・目標の(2)･･･学習過程を通して習得した「知識及び技能」を活用し 「思考力，判断力，表現力等」を育、
成することにより、課題を解決する力を養うことを明確にした。

・目標の(3)･･･(1)及び(2)で身に付けた資質・能力を活用し、自分と家族、家庭生活と地域との関わりを見
つめ直し、家族や地域の人々と協働して生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う
ことを明確にした。

育成を目指す資質・能力は三つの柱に沿って示されており、これらが偏りなく実現できるようにすることが大Point
切である。実生活と関連を図った問題解決的な学習を効果的に取り入れ、これら三つの柱を相互に関連させる
ことにより、家庭分野全体の資質・能力を育成することが重要である。

３ 学習内容の改善・充実

（１）小・中学校の各内容の系統性の明確化
「 」、「 」、「 」 、小・中学校ともに Ａ家族・家庭生活 Ｂ衣食住の生活 Ｃ消費生活・環境 の三つの内容とし

各内容及び各項目の指導を系統的に行う。
（２）空間軸と時間軸の視点からの学習対象の明確化

・空間軸の視点･･･主に家庭と地域。
・時間軸の視点･･･主にこれからの生活を展望した現在の生活。

（３）各内容の各項目で育成する資質・能力の明確化
アとイの二つの指導事項で構成。原則として、アは 「知識及び技能」の習得に係る事項、イは、ア、

で習得した知識及び技能を活用して「思考力，判断力，表現力等」を育成することに係る事項とした。
（４ 「生活の課題と実践」の一層の充実）

各内容に位置付け、生徒の興味・関心や学校、地域の実態に応じ、Ａ(4)、Ｂ(7)及びＣ(3)の三項目
のうち、一以上を選択して履修。その際、他の内容と関連を図り、実践的な活動を家庭や地域などで行
えるよう配慮する。

（５）家族・家庭の機能と「生活の営みに係る見方・考え方」との関連を図った内容の見直し
家族・家庭の基本的な機能については、Ａ(1)に位置付け、家庭分野の各内容と関連を図り、家族・

家庭や地域における様々な問題を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化の継承、持続可能な社会
の構築等の視点から捉え、解決に向けて考え、工夫することと関連付けて扱う。

（６）社会の変化に対応した各内容の見直し
・Ａ･･･少子高齢社会の進展に対応して、家族や地域の人々と関わる力の育成を重視し、高齢者など地

域の人々と協働することや高齢者との関わり方について理解することなどを扱う。
・Ｂ･･･食育を一層推進するために、献立、調理に関する内容を充実するとともに、グローバル化に対

応して、和食、和服など日本の生活文化の継承に関わる内容を扱う。
・Ｃ‥･持続可能な社会の構築に対応して、計画的な金銭管理、消費者被害への対応について扱うとと

もに、資源や環境に配慮したライフスタイルの確立の基礎となる内容を扱う。

４ 学習指導の改善・充実

・技術分野及び家庭分野の授業時数については、３学年間を見通した全体的な指導計画に基づき、いずれか
の分野に偏ることなく配当して履修させる。

各学年において、技術分野及び家庭分野のいずれも履修させる。Point
・題材の設定に当たっては、各項目及び各項目に示す事項との関連を見極め、相互に有機的な関連を図り、
系統的及び総合的に学習が展開されるよう配慮する。

、 、 。 、Point 生徒や学校 地域の実態を的確に捉え 指導の効果を高めるようにする 小学校における学習を踏まえつつ
高等学校における学習を見据え、他教科等との関連を明確にして系統的・発展的に指導ができるようにする。
さらに、持続可能な開発のための教育を推進する視点から他教科等との連携も図る。
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中学校 外国語科

１ 改訂の基本的な考え方

他者とのコミュニケーションの基盤を形成する観点を重視しつつ、関心のある事柄から日常的な話題や社会的
な話題まで取り上げ、一層幅広いコミュニケーションを図ることができるようにするため、内容においては、互
いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対話的な言語活動を重視するとともに、具体的な課題等を設定するな
どして、学習した語彙や表現等を実際に活用する活動を充実させ、言語活動の実質化を図る。

２ 目標の改善

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコ
ミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

， ， ， ， ， ，(1) 外国語の音声や語彙 表現 文法 言語の働きなどを理解するとともに これらの知識を 聞くこと
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ようにする。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，
外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることがで
きる力を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主
体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

外国語教育において目指す資質・能力を明確にした上で、各学校段階の学びを接続させるとともに 「外国語、
を使って何ができるようになるか」の観点から、国際的な基準を参考に、五つの領域において小・中・高等学校
で一貫した具体的な目標を設定し、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケ
ーションを図る資質・能力を育成する。

各学校で作成される学習到達目標は、五つの領域別の目標を踏まえながら、第２の２に記述された、より具体的なPoint
言語材料と言語活動を統合して設定されたものにする。また、同一の学習到達目標について、複数の単元で異なる言
語材料を活用した異なる言語活動を行うことにより、五つの領域別の目標をよりよく達成できるようなカリキュラム
・マネジメントや課題設定が望まれる。

、「 」 「 ， ， 」Point 複数の領域を効果的に関連付ける統合的な言語活動を通して 知識及び技能 及び 思考力 判断力 表現力等
の資質・能力を一体的に育成するとともに、その過程で「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力を育成すること
を目指す。

３ 学習内容の改善・充実

・対話的な言語活動を重視する観点から 「話すこと[やり取り]」の領域を設定するとともに、語彙、文法など、
の言語材料と言語活動とを効果的に関連付けて、実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付け
させる。

個別の知識は 「実際に英語を用いた言語活動」において活用し、主体的に運用したり、思考・判断・表現するこPoint 、
とを繰り返すことを通じて獲得される。
思考力、判断力、表現力等は「英語を聞いたり読んだりして必要な情報や考えなどを捉えること 「英語を聞いたPoint 」、
り読んだりして得られた情報や表現を、選択したり抽出したりするなどして活用し、話したり書いたりして事実や自
分の考え、気持ちなどを表現すること 「伝える内容を整理し、英語で話したり書いたりして互いに事実や自分の考」、
え、気持ちなどを伝え合うこと」の３点に整理されている。
外国語によるコミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、情報を捉え、それらを整理したり吟味しPoint
たりしながら思考を深めることで、自らの考えを形成したり深化させたり、さらに表現を選択したりして「論理的に
表現」する。

、 、・取り扱う語彙数について 現行の1200語程度から五つの領域別の目標を達成するための言語活動に必要となる
小学校で学習した600～700語に1600～1800語程度の新語を加えた語とした。

語彙増や追加言語材料等は言語活動を豊かにするためのものである。Point
・文、文構造及び文法事項について、表現をより適切でより豊かにするなどの目的で 「感嘆文のうち基本的な、
もの」や「現在完了進行形」や「仮定法のうち基本的なもの」など数項目を追加した。

言語材料と言語活動とを効果的に関連付け、実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける。Point

４ 学習指導の改善・充実

・小・中学校の学びを接続するため、指導計画の作成に当たっては、語彙、表現などを繰り返し活用することに
よって、生徒が自分の考えなどを表現できるまで発信力を高める。

「聞くこと」は聞く目的や場面、状況などを意識した活動や、聞いたことに対して何らかの形で応じたり考えを表Point
現したりする自然なコミュニケーションを意識した活動を行う。
「話すこと」はやり取りが追加されたことを踏まえ、やり取りから発表、発表からやり取りへと繰り返す柔軟な指Point
導計画の下、豊かなやり取りを通して言葉の学習を促す必要がある。
「読むこと 「書くこと」はそこで伝えられる意味内容に留意し、双方向のコミュニケーションであることを意識Point 」、
した指導をする。何のために書くのかという目的や、誰に対して書くのかという読み手意識がもてるように、活動の
提示方法、流れ、目標などを十分に考える。

・言語材料については、発達の段階に応じて、生徒が受容するものと発信するものとがあることに留意して指導
する。
・授業は英語で行うことを基本とする。

「英語の授業は英語で」とは、生徒が英語に触れる機会を増やし、授業を実際のコミュニケーションの場面とするPoint
ためである。

「 」 、 「 」 、 「 」、Point 生徒に英語を使う きっかけ を与え 英語を使えるように 支援 し 更に英語を使いたくなるように 褒め
今後よりよい英語の使い手になるために適切に「フィードバック」することが大切である。
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中学校 特別の教科 道徳

１ 改訂の基本的な考え方

これまでの道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行うという道徳教育の基本的な考え方を今
後も引き継ぐとともに、道徳科を要として道徳教育の趣旨を踏まえた効果的な指導を学校の教育活動全体を
通じてより確実に展開することができるよう、道徳教育の目標等をより分かりやすい表現で示すなど、教育
課程の改善を図った。

２ 目標の改善

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道
徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多
角的に考え，人間としての生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践
意欲と態度を育てる。

・道徳教育の目標と道徳科の目標を「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う」とした。
従前、道徳の時間の目標に定めていた「各教科等との密接な関連」や「計画的、発展的な指導による補充、深Point

化、統合」は 「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」に整理した上で、表現を改めた。、

・従前の「道徳的価値及びそれに基づいた人間としての生き方についての自覚を深め」ることを、学習活動
を具体化して「道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に
考え、人間としての生き方についての考えを深める学習」と改めた。

道徳的価値について自分との関わりも含めて理解し、それに基づいて内省し、多面的・多角的に考え、判断すPoint

る能力、道徳的心情、道徳的行為を行うための意欲や態度を育てるという趣旨を明確化した。

・ 道徳的実践力を育成する」ことを、具体的に 「道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる」と改「 、
めた。

よりよく生きていくための資質・能力を培うという趣旨を明確化した。Point

３ 学習内容の改善・充実

・小学校から中学校までの内容の体系性を高めるとともに、構成やねらいを分かりやすく示して指導の効果
を上げることや、内容項目が多くの人に理解され、家庭や地域の人とも共有しやすいものとするなどの観点
から、それぞれの内容項目に手掛かりとなる「自主，自律，自由と責任」などの言葉を付記した。
・内容項目のまとまりを示していた視点については、四つの視点によって内容項目を構成して示すという考
え方は従前どおりとしつつ、生徒にとっての対象の広がりに即して整理し 「Ａ 主として自分自身に関する、
こと 「Ｂ 主として人との関わりに関すること 「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 「Ｄ 主」 」 」
として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること」として順序を改めた。

学校の教育活動全体の中で、様々な場や機会を捉え、多様な方法によって進められる学習を通して、生徒自らPoint

が調和的な道徳性を養うためのものである。それらは、教育活動全体を通じて行われる道徳教育の要としての

道徳科はもとより、全教育活動において、指導されなければならない。

４ 学習指導の改善・充実（指導計画の作成と内容の取扱い）

・全体計画及び指導内容の取扱いに関わる事項は「第１章 総則」に移行し、道徳科の年間指導計画に関わ
る事項を記載した。

生徒や学校の実態に応じ、３学年間を見通した重点的な指導や内容項目間の関連を密にした指導、一つの内容Point

項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫を行う。

・これまで目標に示していた各教科等との密接な関連及び補充、深化、統合に関する事項を、指導の配慮事
項に移行した。

各教科等で行う道徳教育としては取り扱う機会が十分でない内容項目に関わる指導を補うことや、生徒や学校Point

の実態等を踏まえて指導をより一層深めること、内容項目の相互の関連を捉え直したり発展させたりするなど

の役割を担っている。

・道徳科の特質を生かした指導を行う際の指導方法の工夫例を、問題解決的な学習、道徳的行為に関する体
験的な学習等として示した。

生徒の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して工夫例を適切に取り入れるようにする。その際、Point

それらの活動を通じて学んだ内容の意義などについて考えることができるようにすることが大切である。

・指導上の配慮事項として、情報モラルに加えて社会の持続可能な発展などの現代的な課題の取扱いを例示
し、取り上げる際の配慮事項を明記した。

現代的な課題の学習では、多様な見方や考え方があることを理解させ、答えが定まっていない問題を多面的・Point

多角的視点から考え続ける姿勢を育てることが大切である。

・多様な教材の開発や活用について具体的に例示するとともに、教材の具備すべき要件を示した。
、 、Point 主たる教材として教科用図書を使用しなければならないことは言うまでもないが 道徳教育の特性に鑑みれば

各地域に根ざした郷土資料など、多様な教材を併せて活用することが重要である。

・道徳科の評価に関して、数値などによる評価は行わない点に変わりはないが、学習状況や道徳性に係る成
長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよう努める必要があることを示した。
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５ 道徳科の評価

（１）道徳科における評価の意義
それぞれの授業における指導のねらいとの関わりにおいて、生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子

を様々な方法で捉えて、個々の生徒の成長を促すとともに、それによって自らの指導を評価し、改善に努
めることが大切である。

（２）道徳科における生徒の学習状況及び成長の様子についての評価
① 評価の基本的態度
道徳性は、極めて多様な生徒の人格全体に関わるものであることから、評価に当たっては、個人内の

成長の過程を重視すべきである。

道徳科で養う道徳性は、生徒が将来いかに人間としてよりよく生きるか、いかに諸問題に適切に対応するかPoint

といった個人の問題に関わるものである。このことから、中学校の段階でどれだけ道徳的価値を理解したかな

どの基準を設定することはふさわしくない。

② 道徳科における評価
道徳科に関する評価の基本的な考え方
・目標に掲げる学習活動における生徒の具体的な取組状況を、一定のまとまりの中で、生徒が学習の
見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を適切に設定しつつ、学習活動全体を通して
見取ること。

個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすることや、他の生徒との比較によるPoint

評価ではなく、生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価として記述式で行うこ

とが求められる。

・道徳科の学習状況の評価に当たっては、道徳科の学習活動に着目し、年間や学期といった一定の時
間的なまとまりの中で、生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握する必要がある。

評価に当たっては、特に、学習活動において生徒が道徳的価値やそれらに関わる諸事象について他者の考えPoint

方や議論に触れ、自律的に思考する中で、一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳

的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視することが重要である。このことは

道徳科の目標に明記された学習活動に注目して評価を行うということである。

個人内評価として見取り、記述により表現することの基本的な考え方
・生徒が一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうかという点
例えば、道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情を様々な視点から捉え考えようとしてPoint

いることや、自分と違う立場や考え方、感じ方を理解しようとしていること、複数の道徳的価値の対立が生じ

る場面において取り得る行動を広い視野から多面的・多角的に考えようとしていることを発言や感想文、質問

紙の記述等から見取るという方法が考えられる。

・道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうかという点
例えば、読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、自分なりに具体的にイメージして理解しようとしてPoint

いることに着目したり、現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直していることがうかがえる部分

に着目したりするという視点も考えられる。また、道徳的な問題に対して自己の取り得る行動を他者と議論す

る中で、道徳的価値の理解を更に深めているかや、道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉

え、考えようとしているかという視点も考えられる。

評価のための具体的な工夫
・道徳科における学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握するに当たっては、生徒が学習活動を通
じて多面的・多角的な見方へ発展させていることや、道徳的価値の理解を自分との関わりで深めてい
ることを見取るための様々な工夫が必要である。
例えば、生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイルに蓄積したものや生徒が道徳性を養っていくPoint

過程での生徒自身のエピソードを累積したものを評価に活用すること、作文やレポート、スピーチやプレゼン

テーションなど具体的な学習の過程を通じて生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握することが考え

られる。こうした評価に当たっては、記録物や実演自体を評価するのではなく、学習過程を通じていかに道徳

的価値の理解を深めようとしていたか、自分との関わりで考えたかなどの成長の様子を見取るためのものであ

ることに留意が必要である。

組織的、計画的な評価の推進
、 、 。・道徳科の評価を推進するに当たっては 学習評価の妥当性 信頼性等を担保することが重要である

評価は個々の教師が個人として行うのではなく、学校として組織的・計画的に行われることが重要である。Point

文部科学省で作成した授業映像資料や、各教育委員会提供の実践事例等を集め【教員向け参考資料】

た「道徳教育アーカイブ」をインターネット上で提供しています （https://doutoku.mext.go.jp/）。

◇ おわりに

「シリーズ『新学習指導要領 」Ｎｏ.２では「新学習指導要領の改訂のポイント」と題し、改訂の基本理』
念を確認するとともに、枠組の改善や各教科等におけるポイントをまとめました。
新学習指導要領の全体像の把握や各学校における新学習指導要領を踏まえた授業実施に向け、授業研究会

等、学校全体で御活用ください。


